
第208号 （４）鎌 ケ 谷 市 議 会 だ よ り

各
会
派
の
代
表
者
が
市
長
の
提
出

議
案
に
対
し
て
、
質
疑
し
ま
し
た

議
案
に
対
す
る
質
疑

議
案
に
対
す
る
質
疑

令和６年11月 15日

（お知らせ）次の議会だよりは、２月15日（土）発行予定です

　

　

　

　　　　

　

　　　

　

　　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

政

友

会
葛
山
　
繁
隆

立

憲

民

主

党
河
内
　
一
朗

公

明

党
伊
福
　
幸
一

○
議
案
第
１
号

問　

条
例
改
正
の
概
要
と
市
民
へ

の
影
響
を
伺
い
ま
す
。

答　

令
和
３
年
９
月
１
日
に
施
行

さ
れ
た
地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス

テ
ム
の
標
準
化
に
関
す
る
法
律
に

基
づ
き
、
市
の
印
鑑
登
録
シ
ス
テ

ム
を
国
の
標
準
化
に
対
応
さ
せ
る

た
め
、
例
え
ば
印
鑑
登
録
原
票
の

電
子
化
や
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
を
図

る
こ
と
、
代
理
人
に
よ
る
印
鑑
登

録
申
請
に
際
し
て
必
要
と
な
る
委

任
状
へ
の
実
印
の
押
印
を
不
要
と

す
る
こ
と
、
印
鑑
登
録
シ
ス
テ
ム

標
準
仕
様
書
に
即
し
た
条
例
の
文

言
の
修
正
及
び
運
用
な
ど
を
行
い

ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
へ
の
影
響
に
つ
い

て
は
、
代
理
人
に
よ
る
印
鑑
登
録

申
請
の
際
に
添
付
す
る
委
任
状
に

登
録
す
る
印
の
押
印
を
必
要
と
し

て
い
た
も
の
を
、
標
準
仕
様
書
に

基
づ
き
、
委
任
状
へ
の
押
印
を
不

要
と
す
る
こ
と
や
、
印
鑑
登
録
証

を
亡
失
し
た
際
は
、
標
準
仕
様
書

に
基
づ
き
、
一
旦
登
録
を
廃
止
し

た
上
で
、
実
印
を
持
参
し
て
再
度

登
録
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

了
し
た
こ
と
か
ら
本
会
議
に
お
い

て
中
央
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

を
廃
止
す
る
条
例
を
上
程
し
た
も

の
で
す
。

○
議
案
第
４
号

問　

公
園
施
設
長
寿
命
化
事
業
に

つ
い
て
、
補
正
予
算
に
計
上
し
た

経
緯
と
事
業
概
要
を
伺
い
ま
す
。

答　

平
成
25
年
に
国
連
環
境
計
画

の
外
交
会
議
に
お
い
て
水
銀
に
よ

る
汚
染
防
止
を
目
的
と
し
た
条
約

が
採
択
さ
れ
、
令
和
３
年
以
降
は

水
銀
灯
の
製
造
や
輸
出
入
が
禁
止

さ
れ
ま
し
た
。
そ
う
し
た
中
、
市

の
公
園
の
多
く
は
水
銀
灯
を
使
用

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
公
園
施
設

の
脱
炭
素
化
を
推
進
す
る
た
め
、

水
銀
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
す
る
計
画
を

○
議
案
第
２
号

問　

現
行
の
被
保
険
者
証
が
廃
止

さ
れ
る
背
景
を
伺
い
ま
す
。

答　

少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進
展

す
る
状
況
に
お
い
て
、
国
は
社
会

保
障
制
度
を
将
来
に
わ
た
っ
て
持

続
可
能
な
も
の
と
す
る
た
め
に
は

医
療
分
野
で
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
推

進
す
る
こ
と
が
有
効
と
考
え
、
医

療
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
個
人
や
医

療
機
関
が
利
活
用
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
現
行
の
被
保
険
者
証

を
廃
止
し
、
マ
イ
ナ
保
険
証
へ
移

行
す
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
す
。

マ
イ
ナ
保
険
証
へ
移
行
す
る
こ
と

の
メ
リ
ッ
ト
は
、
デ
ー
タ
に
基
づ

く
、
よ
り
よ
い
医
療
が
受
け
ら
れ

る
こ
と
。
手
続
き
な
し
で
高
額
療

養
費
の
限
度
額
を
超
え
る
支
払
い

が
免
除
さ
れ
る
こ
と
。
マ
イ
ナ
ポ

ー
タ
ル
で
医
療
費
控
除
の
確
定
申

告
を
簡
単
に
で
き
る
こ
と
。
医
療

現
場
で
働
く
方
の
事
務
負
担
を
軽

減
で
き
る
こ
と
な
ど
と
な
り
ま
す
。

○
議
案
第
３
号

問　

条
例
改
正
の
経
緯
と
概
要
を

伺
い
ま
す
。

答　

鎌
ケ
谷
市
中
央
在
宅
介
護
支

援
セ
ン
タ
ー
は
、
市
直
営
の
訪
問

介
護
事
業
所
と
し
て
介
護
保
険
制

度
の
創
設
と
併
せ
て
平
成
12
年
度

に
設
置
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、

介
護
保
険
制
度
が
広
く
一
般
的
に

○
議
案
第
13
号

問　

図
書
館
の
改
修
工
事
及
び
市

民
の
利
便
性
の
向
上
の
具
体
的
な

内
容
を
伺
い
ま
す
。

答　

改
修
工
事
の
内
容
は
図
書
館

の
外
壁
改
修
を
は
じ
め
と
し
て
屋

上
防
水
、
窓
な
ど
の
金
属
金
具
の

改
修
、
駐
車
場
や
進
入
路
の
拡
張

な
ど
の
外
構
改
修
工
事
を
行
い
ま

す
。

　

ま
た
、
市
民
の
利
便
性
の
向
上

の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
は
、

各
種
工
事
を
行
う
こ
と
で
施
設
の

長
寿
命
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
る

と
と
も
に
、
駐
車
場
を
14
台
へ
拡

○
議
案
第
18
号

問　

き
ら
り
ホ
ー
ル
及
び
中
央
公

民
館
の
指
定
管
理
者
の
指
定
ま
で

の
プ
ロ
セ
ス
を
伺
い
ま
す
。

答　

指
定
管
理
者
の
募
集
に
当
た

っ
て
は
、
本
年
４
月
15
日
か
ら
４

月
22
日
ま
で
募
集
要
項
な
ど
の
配

布
を
行
い
、
同
月
24
日
に
応
募
者

説
明
会
と
施
設
見
学
会
を
開
催
し

た
と
こ
ろ
、
４
団
体
の
参
加
が
あ

り
ま
し
た
が
、
５
月
13
日
か
ら
５

張
す
る
ほ
か
、
国
道
か
ら
図
書
館

入
り
口
ま
で
の
通
路
を
拡
幅
し
て

歩
車
道
の
分
離
を
行
う
こ
と
で
安

全
面
と
利
便
性
の
向
上
に
寄
与
す

る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た

休
館
中
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
改
修
工
事

や
ト
イ
レ
等
改
修
工
事
も
併
せ
て

予
定
し
て
お
り
、
消
費
電
力
の
削

減
や
脱
炭
素
化
に
向
け
た
取
組
の

促
進
を
図
る
と
と
も
に
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ

照
明
や
ト
イ
レ
の
洋
式
化
に
よ
り

明
る
く
快
適
に
ご
利
用
い
た
だ
け

る
環
境
と
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
い
ま

す
。

月
24
日
ま
で
募
集
を
受
け
付
け
た

結
果
、
株
式
会
社
セ
イ
ウ
ン
か
ら

の
応
募
が
あ
っ
た
た
め
、
鎌
ケ
谷

市
き
ら
り
ホ
ー
ル
及
び
鎌
ケ
谷
市

中
央
公
民
館
指
定
管
理
者
選
考
委

員
会
に
お
い
て
、
選
考
基
準
に
基

づ
く
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
審
査

の
結
果
、
基
準
を
満
た
し
て
い
た

同
社
を
指
定
管
理
者
候
補
と
し
て

選
考
し
ま
し
た
。

認
知
さ
れ
、
市
内
の
民
間
事
業
所

が
充
実
す
る
一
方
で
、
中
央
在
宅

介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
の
利
用
者
が

こ
こ
数
年
減
少
傾
向
だ
っ
た
た
め

人
員
配
置
や
事
業
規
模
の
見
直
し

を
進
め
、
令
和
５
年
度
末
に
は
利

用
者
の
民
間
事
業
者
へ
の
移
行
が

す
べ
て
完
了
し
、
令
和
６
年
４
月

か
ら
９
月
ま
で
に
精
算
業
務
が
完

未

来

会

議
伊
藤
　
　
仁

作
成
し
、
そ
れ
に
基
づ
き
、
有
利

な
起
債
を
活
用
し
て
早
期
に
脱
炭

素
化
に
取
り
組
む
た
め
、
補
正
予

算
に
計
上
し
た
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
事
業
の
概
要
に
つ
い
て

は
、
利
用
者
が
多
く
公
園
灯
の
数

も
多
い
市
制
記
念
公
園
と
貝
柄
山

公
園
を
対
象
に
56
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

す
る
も
の
で
、
脱
炭
素
化
の
効
果

が
見
込
ま
れ
、
明
る
さ
も
確
保
で

き
、
夜
間
の
園
路
に
お
け
る
利
用

者
の
安
全
性
の
向
上
が
図
ら
れ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
鎌
ケ
谷
市
一
般
会

計
、
３
特
別
会
計
の
歳
入
歳
出
決

算
及
び
１
事
業
会
計
決
算
の
認
定

に
つ
い
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
に
つ
い
て
の
主
な
審

査
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〈
総　

括
〉

問　

令
和
５
年
度
決
算
の
全
体
の

評
価
を
伺
い
ま
す
。

答　

公
約
と
し
て
掲
げ
た
未
来
に

希
望
を
持
て
る
ま
ち
づ
く
り
の
実

現
に
向
け
、
一
定
の
成
果
が
上
げ

ら
れ
、
市
の
さ
ら
な
る
発
展
に
つ

な
が
る
決
算
に
な
っ
た
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
鎌
ケ
谷
市
財
政
健
全
化

計
画
に
掲
げ
る
目
標
を
全
て
ク
リ

ア
す
る
な
ど
、
健
全
な
財
政
運
営

を
堅
持
で
き
て
い
る
が
、
今
後
の

財
政
運
営
は
少
子
高
齢
化
の
進
展

や
必
要
な
事
業
の
集
中
な
ど
も
あ

り
、
改
め
て
改
革
の
視
点
を
持
っ

て
臨
む
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

問　

令
和
５
年
度
に
実
施
し
た
事

業
等
の
評
価
を
伺
い
ま
す
。

答　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
が
５
類
に
移
行
さ
れ
る
中
、
５

年
ぶ
り
の「
鎌
ケ
谷
市
民
ま
つ
り
」

の
開
催
や
各
公
共
施
設
の
利
用
者

の
回
復
な
ど
、
社
会
活
動
の
再
開

を
感
じ
る
１
年
で
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
、
運
転
免
許
自
主

返
納
者
等
へ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
利
用
支
援
を
開
始
し
た
こ
と
も

あ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
利

用
者
が
過
去
最
高
と
な
っ
た
ほ
か

令
和
６
年
３
月
に
東
部
児
童
セ
ン

タ
ー
を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
、
社
会
活

動
の
再
開
を
後
押
し
で
き
る
施
策

を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
高
校
生
等
医
療
費
助
成

や
多
子
世
帯
の
学
校
給
食
費
及
び

保
育
料
の
減
免
な
ど
の
子
育
て
支

援
や
、
北
千
葉
道
路
の
整
備
を
見

通
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
要

望
活
動
、
国
の
交
付
金
を
活
用
し

た
物
価
高
騰
対
策
な
ど
、
多
方
面

に
わ
た
る
取
組
に
よ
り
、
市
民
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
で

き
た
も
の
と
評
価
し
て
い
ま
す
。

〈
歳　

入
〉

問　

都
市
計
画
税
の
使
い
道
等
を

伺
い
ま
す
。

答　

都
市
計
画
税
は
、
市
街
化
区

域
内
の
土
地
や
家
屋
に
対
し
、
課

税
標
準
額
に
税
率
の
0.3
％
を
乗
じ

て
課
税
を
し
て
い
る
も
の
で
、
こ

の
使
い
道
は
、
毎
年
度
、
街
路
や

公
園
、
下
水
道
な
ど
の
都
市
計
画

事
業
の
財
源
及
び
都
市
計
画
事
業

に
係
る
地
方
債
の
償
還
に
充
て
る

な
ど
、
市
の
都
市
計
画
事
業
の
推

進
を
図
る
た
め
に
使
っ
て
い
ま
す
。

〈
歳　

出
〉

問　

小
中
学
校
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
へ

の
改
修
に
よ
る
電
気
代
等
の
削
減

の
効
果
を
伺
い
ま
す
。

答　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
の
工
事
を
終
え

た
鎌
ケ
谷
小
学
校
、
南
部
小
学
校

及
び
鎌
ケ
谷
中
学
校
の
３
校
の
電

気
の
使
用
量
及
び
料
金
を
前
年
度

の
同
期
と
比
較
す
る
と
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
に
よ
る
効
果
を
正
確
に
測
定
す

る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
電
気

の
使
用
量
及
び
料
金
の
い
ず
れ
も

が
減
少
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
一

定
の
効
果
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
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議案番号等 件　　　　　　　名 審議結果
議案第１号 鎌ケ谷市印鑑条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決 全会一致
議案第２号 鎌ケ谷市国民健康保険条例等の一部を改正する条例の制定について 原案可決 全会一致

議案第３号 鎌ケ谷市総合福祉保健センター設置及び管理条例の一部を改正する
条例の制定について 原案可決 全会一致

議案第４号 令和６年度鎌ケ谷市一般会計補正予算（第３号） 原案可決 全会一致
議案第５号 令和６年度鎌ケ谷市国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 原案可決 全会一致
議案第６号 令和６年度鎌ケ谷市介護保険特別会計補正予算（第１号） 原案可決 全会一致
議案第７号 令和６年度鎌ケ谷市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 原案可決 全会一致
議案第８号 令和５年度鎌ケ谷市一般会計歳入歳出決算の認定について 認　　定 全会一致

議案第９号 令和５年度鎌ケ谷市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定に
ついて 認　　定 全会一致

議案第10号 令和５年度鎌ケ谷市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について 認　　定 全会一致

議案第11号 令和５年度鎌ケ谷市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定
について 認　　定 全会一致

議案第12号 令和５年度鎌ケ谷市下水道事業会計決算の認定について 認　　定 全会一致
議案第13号 鎌ケ谷市立図書館外壁等改修（建築）工事請負契約の締結について 同　　意 全会一致
議案第14号 市民体育館空調改修工事請負契約の締結について 同　　意 全会一致

議案番号等 件　　　　　　　名 審議結果
議案第15号 鎌ケ谷消防署改修（建築）工事請負契約の締結について 同　　意 全会一致
議案第16号 救急自動車の購入について 同　　意 全会一致
議案第17号 指定管理者の指定について 原案可決 全会一致
議案第18号 指定管理者の指定について 原案可決 全会一致
議案第19号 鎌ケ谷市市道路線の認定及び廃止について 原案可決 全会一致

議案第20号 千葉県後期高齢者医療広域連合規約の一部を改正する規約の制定
に関する協議について 原案可決 全会一致

議案第21号 小学校・中学校教師用教科書及び指導書の購入について（追認） 同　　意 全会一致
議案第22号 小学校教師用教科書及び指導書の購入について（追認） 同　　意 全会一致
同意案第１号 教育長の任命について 同　　意 全会一致
同意案第２号 教育委員会委員の任命について 同　　意 全会一致
同意案第３号 教育委員会委員の任命について 同　　意 全会一致
発議案第１号 義務教育費国庫負担制度の堅持等に関する意見書 原案可決 全会一致

陳情6-9-1 「国における2025年度教育予算拡充に関する意見書」採択に関する陳情書 採　　択 全会一致

陳情6-9-2 「義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書」採択に関する陳情書 採　　択 全会一致

令和６年９月会議の審議結果一覧

※審議の詳細な内容については、11月下旬に市議会ホームページに掲載される会議録をご覧ください。


